
図２ 2010年12⽉上旬（左）と2011年の12⽉上旬（右）のサ
ンマの漁場 ⾚丸がサンマを漁獲した地点で丸の⼤きい⽅が多く
獲れたことを⽰す。（漁業情報サービスセンター作成）
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サンマ漁への震災の影響と今年の漁への期待
秋の味覚サンマの季節がやってきました。今年

も９⽉に⼊り⽔揚げが増加し、⼿頃な値段で味わ
えるようになりました。⼀⽅で、サンマの⽔揚げ
を期待する三陸の⽔揚港では、昨年の震災の影響
をまだ引きずっています。
2011年３⽉11⽇の東⽇本⼤震災はサンマ漁業

にも⼤打撃を与えました。サンマ漁業への影響は
⼤きく３つありました。
１つめは三陸各地で船体の整備をしていたサン

マ船の津波による被災です。⽕災などの⼆次災害
により損傷の激しい船は廃船へ追いやられてしま
いました。

３つめは、福島第⼀原⼦⼒発電所周辺海域での
操業ができなくなったことです。2010年までは、
11⽉以降になると福島県から千葉県沖でサンマ漁
場が形成されていました。それが、2011年には、
かなり東沖でのサンマ操業を余儀なくされてしま
いました（図２）。このことにより、遠くの沖合
まで出漁できない⼩型のサンマ船は操業を早々に
⽌めてしまいました。

①サンマ漁への震災の影響と今年の漁への期待
②震災後のアマモ場とそこに棲む稚⿂たち〜藻場の回復と今後の資源増殖〜

（資源管理グループ 中神正康・巣⼭ 哲）

写真１ 震災で地盤沈下した気仙沼⿂市場

２つめは被災
した三陸の港
（写真１）での
サンマの⽔揚げ
が⼤きく減少し
たことです。サ
ンマの⽔揚量を
北海道と本州で
⽐較すると、2010年までは本州の⽔揚げが北海道
の⽔揚げを上回る年が多かったのですが、震災後
の2011年は本州での⽔揚量の割合が35％にまで⼤
きく落ち込みました（図１）。特に本州で１、２
の⽔揚量を誇る宮城県の⼥川港、気仙沼港は、過
去10年（2001〜2010年）の平均のそれぞれ19％、
24％にまで落ち込みました。その⼀⽅で岩⼿県の
⼤船渡港は過去10年の平均の86％と落ち込みはわ
ずかとなり、被災やその後の復旧には地域により
⼤きな違いがみられました。

図１ 2002〜2011年の北海道と本州の漁港でのサンマ⽔揚量の割合

７⽉31⽇に発表された平成24年のサンマ⻑期漁
海況予報では、９⽉になると漁況は上向くと予測
されました。９⽉に⼊ると、その予測どおり北海
道の港を中⼼としてサンマの⽔揚量は増加しまし
た。また、⼥川、気仙沼、⼤船渡、宮古など三陸
の各港では、少ないながらもコンスタントにサン
マが⽔揚げされるようになりました。被災船は新
船として⽣まれ変わり、今年は出漁しています。
三陸各港の冷蔵庫や加⼯施設の整備も急ピッチに
進められており徐々にではありますが、秋の深ま
りとともに、三陸の港にも新鮮なサンマの⽔揚げ
が増えていくことでしょう。
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